
 小学部生活単元学習　

　小学部6年生活単元学習で全校授業研究会が行われました。対面参加者とオンデマンド配信参加者を合
わせて３５名の参加がありました。今回は全校授業研究会の様子についてお伝えします。

　小学部　全校授業研究会実施

研究部だより　
令和6年9月発行　ＮＯ．13　

研究主題
学びたい気持ちを高め、夢中になって取り組む姿を目指した授業づくり
ーキャリア・パスポート「未来へのスケッチ」の活用を通してー
           　　　　　　　　　　　　　　

＜未来へのスケッチ×授業づくりのつながり＞
　「未来へのスケッチ」の作成に当たって児童に聞き取ったところ、「友達と仲よく」「いろいろなこ
とにチャレンジしたい」「発表を頑張りたい」などの思いや願いをもっていることが分かった。学級
目標を“チームアップ　力を合わせてがんばる”とし、合い言葉にしている。修学旅行の思い出の
一つ“わんこそば”を５年生に紹介する会「にこにこ わくわく わんこそば」は、自分たちが店員役
になり、毛糸の蕎麦を手作りのお椀で給仕する。わんこそば体験会の成功のために、児童が学級の
一員として自分にできることを考え役割を果たしたり、友達と協力できることに気付いて活動した
りするなどの課題の解決に繋げたいと考え、授業を計画した。

＜授業者のしかけ＞
　児童同士の自発的なやり取りを引き出すための教材や場面の設定
～友達に働き掛けたり、友達からの働き掛けに応えたりする姿を目指して～

＜生徒の様子＞
・エプロンのひも合わせや、のれん付けなど必然的に友達と協力する教材を
　用いたことで、「〇〇さん、お願いします」と友達に依頼したり、協力的
　な態度で応えたりする様子が見られた。わんこそばの準備や給仕の際の役
　割を固定した部分と役割を決めない部分をつくったことで、友達の様子を
　うかがって行動したり、声を掛け合ったりする児童同士の自然なやり取り
　が見られた。

＜授業者のしかけ＞
　ゲストティーチャーをお客さん役に
～繰り返しの活動の中に変化をつけ、児童がわくわくする授業を目指して～

＜生徒の様子＞
・繰り返しの活動によって見通しをもち自分から進んで取り組む姿が多く見　
　られた。お客さん役のゲストティーチャーが毎時間変わることで、「次は
　だれかな？」と期待感をもち、意欲的に授業に臨んでいた。また、ゲスト
　ティーチャーに楽しんでもらうため学級の仲間とチームアップできること
　を考える動機に繋がったり、授業の振り返りの際、ゲストティーチャーの
　アドバイスに耳を傾けたりした。

＜授業者のしかけ＞
　ＩＣＴ機器やアプリケーションの活用
～授業の学びを実感したり、達成感を味わったりできる振り返りを目指して～

＜生徒の様子＞
・授業の写真や動画を見返すことで、発言が難しい児童は授業のポイントに沿　
　って発表したり、状況の把握が難しい児童は活動時の自分や友達の様子が客
　観的に分かり、達成感を味わったりできた。

＜にこにこわんこそばオープンの様子＞
　5年生を招待して、わんこそばやさんをオープンしました。今までの開店準備の
練習の成果を発揮し、「はい、どんどん」と掛け声を掛けたり、「どうぞ」とお客
さんの5年生に関わったりして楽しくわんこそばやさんをオープンしました。お客さ
んとして来店した5年生も楽しかった！と話す児童がいて、大成功のオープンとなり
ました。
　



【協議で話題になった主な内容】
・修学旅行の楽しかった思い出がベース
　にあり、自分の役割が分かっていた。
・合図や音などを効果的に使い、動き出
　すきっかけ作りになっていた。
・映像による振り返りが効果的だった。
・導入や板書を適切な量で示すことが必
　要ではないか。
・振り返りで関わりを思い出させる映
　像、言葉掛け、板書が適切だった。

【今後に向けて】
・導入を簡潔にし、子どもたちが動けるような設定があればよい。
・ハプニングやうまくできない経験から協力して解決するような場面があるとよい。
・児童の実態に合わせ、もう少し難易度の高い役割があってもよい。

・今、求められている授業とは一人一人の子どもが１時間で何を学び、何を考え、どんな思いだったのか子ど
　もの様子から見取ることである。また、子どもの学びをどうしたら主体的で対話的で深い学びにつながるの
　か考えて授業を進めることが大切である。教師が答えを教えるのではなく、失敗や試行錯誤をする経験や体
　験から子どもたち同士で解決していくことが重要である。
・今回の授業は、修学旅行の楽しいイメージが共有できており、5年生に教えてあげたい、ごちそうしたいと
　いう動機付けがあり、子どもたちにとってはイメージがしやすいものだった。体験していないことは学習を
　進めていくことが難しいことが多いため、体験や経験を大切にしてほしい。
・重度の子どもをどうするか、学びを保証するか、どうしたらいいのか答えはない。今回の授業では、クラス
　の同じ空間で学ぶことは豊かな体験であり、「あーあーあー」と声を出して表現をしていた。世界を広げて　
　いくために、教師が子どもの思いや気持ちを代弁し、言葉で周りの子どもたちに返して世界を広げていくこ
　とが大切である。
・子どもたち同士の主体的な学びを構築するためには、
　授業のスタイルを変えていく必要がある。ティーチン
　グ（教師が教える）ではなく、教師が子どもの言葉を
　つなぎ、広げていくことが大切である。主体的な学び
　を作っていくためには、秋田の探求型授業（導入、
　めあての提示、自力思考、考え学び合う、振り返り）
　などメインの活動である学び合いが大切にしてアクティ
　ブラーニングを実践してほしい。
・ピクトグラムのアイコンを指導案に入れることで、教師
　が主体的で対話的で深い学びを意識し、子どもたち同士
　の学びのために教師はどうしたらいいか考えることにつ
　ながると思う。文章だけではどのような仕掛けがあるの
　か読み取りづらいため、アイコンがあるとイメージが
　しやすいため、検討してほしい。
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研究会の協議から
子どもたち同士が関わりを広げながら主体的に学びに向かう支援の工夫について
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